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研究成果の概要（和文）：本研究は、2011年に始まったアラブ諸国の民主化要求運動が、非アラブのムスリム社会に対
していかなる影響を与えているのかを(1)民主化運動の中核となったエジプト、(2)先行して民主化改革を実行しつつあ
ったトルコ、(3)民主化と体制の変革が安全保障上重要な意味をもつイラン、アフガニスタン、(4)世界最大のムスリム
人口を擁するインドネシア、(5)母国の民主化を注視する西欧のムスリム移民社会を対象として明らかにした。その結
果、研究期間後半の段階で見られた「イスラム国」の台頭やトルコの民主化からの逆行傾向と共に「中東」という地域
を構成する領域国民国家の秩序が根底から揺さぶられている現実が明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：This study examines the effects that the pro-democracy movements that began in 
2011 in various Arab states are having on non-Arab Muslim societies, specifically examining the 
following: (1) Egypt, which became the core of the pro-democracy movements; (2) Turkey, which set a 
precedent in implementing democratic reforms; (3) Iran and Afghanistan, where democratization and 
structural reform are of key significance in terms of security; (4) Indonesia, which has the highest 
Muslim population in the world; and (5) Muslim migrant societies in Western Europe, which keep a keen 
watch on the democratization of their home countries. Accordingly, along with the retrogressive trend now 
manifesting in Turkey’s democratization and the rise of Islamic State (IS, also referred to as ISIS and 
ISIL) seen in the latter stages of the research period, it is evident that the order of the territorial 
nation states of the Middle East is currently being shaken to its very foundations.

研究分野： 地域研究

キーワード： アラブの春　中東民主化　イスラーム　トルコ　社会学　地域研究　「イスラム国」
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１．研究開始当初の背景 
 研究開始当初、いわゆる「アラブの春」は
一定の成果を挙げるか、頓挫するか、両方の
可能性のはざまにあった。民主化の要求は当
然、アラブ以外のイスラーム世界にも同様の
問題が山積していたところから波及が予想
されたものの、それがいかなる方向に進行す
るのは不明であった。 
 また、多くのムスリム移民を擁するヨーロ
ッパ諸国においても、移民統合政策が多くの
問題に直面していたところから、欧米諸国に
対していかなる影響を与えるのかを見極め、
その構造的要因を探究することが当初の問
題意識であった。 
 
２．研究の目的 
（１）本研究は、2011 年にアラブ諸国で発
生した民主化要求の運動が、非アラブのムス
リム諸国に対していかなる影響を与えてい
るのかを実証的に明らかにすることを目的
とした。メディアを通じては表出しなかった
アラブ諸国での民主化運動の様態について、
進行中の事象を詳細に集積し、かつそれらが
世界における安全保障にとって喫緊の課題
となっている国（地域）、日本にとって重要
な意味を持つ国（地域）にいかに波及するか
を同時並行的に調査した。 
 
（２）非アラブ圏への波及に焦点を当てるう
えで、本研究が注目してきた視軸は次のとお
りである。①民族主義と民主化との関係性、
②イスラーム主義、特にイスラームに固有の
公正観とその実現がどの程度に波及しうる
か、③過去 10 年、西欧諸国からの圧力を受
けたことに対して、西欧諸国における民主主
義との整合性を担保しようとするのか否か。 
これらを基に、(1)民主化運動の中核となった
エジプト、(2)今回の民主化運動に先行するか
たちで民主化を達成しつつあるトルコ、(3)
民主化と体制の変革が安全保障上きわめて
重要な意味をもつイラン、アフガニスタン、
(4)世界最大のムスリム人口を擁するインド
ネシア、(5)自らは民主主義体制下にありなが
ら母国の民主化を注視している西ヨーロッ
パのムスリム移民社会（具体的にはフランス、
ベルギー、オランダ、ドイツ）を対象に調査・
研究を実施することとした。 
 
３．研究の方法 
（１）対象とする地域（国）が広大なため、
個別の調査・研究内容は多岐にわたったが、
焦点となったのは、ムスリム同胞団の動向
（エジプト）、公正・発展党政権の世俗主義
からの離反動向（トルコ）、宗教指導者と民
主化運動の連携の変容（イラン）、反カルザ
イ派がタリバンに糾合されるか否か（アフガ
ニスタン）、イスラーム組織の政治参加の動
向（ヨーロッパ諸国）、地域別のイスラーム
主義勢力による反体制運動の実態（インドネ
シア）の各項目である。 

 
（２）対象地域（国）に共通する調査・研究
内容としては、①反体制運動の組織実態と行
動内容および政治的志向性（西欧型民主化か、
イスラーム主義型か、それ以外か）、②マス
メディアの報道動向の分析、③SNS が民主
化運動に果たしている機能（政権側からの攪
乱の実態も併せて）、④宗教指導者の政権と
の関係における変化の有無（あるとすればど
のような方向に変化しているか）という点で
あった。さらに「イスラーム国」出現以降は、
本研究対象地域（国）と同組織との接点につ
いても注意深く検討を行った。 
 
４．研究成果 
（１）2011 年に始まったアラブ諸国での民主
化運動は、当初、「アラブの春」と言われて
中東民主化を促すかにみえた。しかしながら、
アラブ諸国における民主化はチュニジアに
おいて一定の成果を収めたものの、エジプト
はシーシ政権によるクーデタによって阻害
され、リビアは崩壊の危機、シリアは 4年に
渡る内戦に陥り、イラクは分裂の危機、イエ
メンもまた崩壊寸前となった。中東地域の諸
国がこれだけ一気に不安定する状況はいま
だかつてなかった。この間、「イスラーム国」
という新たなイスラーム主義武装組織が登
場したことは、世界を震撼させた。本研究に
属する研究者は、後半の段階で、シリア内戦、
イラク分裂の帰結としての「イスラーム国」
の台頭というこれまで中東・イスラーム世界
が経験したことのない深刻な病理と向き合
うことになった。本研究に参加する個々の研
究者は、「中東」という地域を構成する領域
国民国家の秩序が根底から揺さぶられてい
るという現実認識に立って、各国、各学問領
域における研究を遂行した。 
 
（２）同時に、2015 年 1月には、フランスを
震撼させるシャルリー・エブド襲撃等同時テ
ロ事件が発生した。事件は、中東・イスラー
ム世界の側でのイスラーム主義過激派組織
の動向と同時に、ヨーロッパ社会における移
民、格差、表現の自由の諸問題の重層的構造
から成る。とりわけ表現の自由に関しては、
西欧世界が普遍的とする価値とイスラーム
世界の価値との間に、ある種の共約不可能性
が存在することをうかがわせており、今後、
領域国民国家体制の限界とともに、より広い
視野でのイスラーム地域研究に必要な視角
となると考える。 
 
（３）本研究では、参加研究者の専門とする
トルコ、イラン、エジプト、ヨーロッパの諸
地域について、急速に展開した民主化への要
求が、様々な反動をもたらすメカニズムにつ
いて研究が行われてきたが、今後はそれらを
統合する研究へと深化させることが課題と
なろう。今後の重点課題として、具体的には、
①中東・イスラーム世界における領域国民国



家体制の限界と打開策の模索、②西欧世界の
諸価値の体系とイスラーム世界の諸価値の
体系との共約不可能性が、今日の中東・イス
ラーム世界諸国の領域国民国家体制に軋み
をもたらしていることを勘案し、ムスリム諸
国間の安全保障の枠組みを再検討していく
という 2 点にある。①については、「イスラ
ーム国」の台頭が、今後の近隣諸国に何をも
たらすかを主題とする。②については、特に
ヨーロッパおよびアメリカがイスラーム社
会との共生を図るうえで、一種の「講和」に
類する発想を持つための条件を検討するこ
とが主題となろう。 
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